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春休みの東京スカイツリータウン🄬で奥入瀬体験を！ 
－「移動型の奥入瀬ミニ博物館」東京初開催－ 

 

現在工事中である「奥入瀬（青橅山(あおぶなやま)）バイパス」の完成後、国道１０２号奥入瀬渓流区

間では通年での車両交通規制を予定しています。これにより、奥入瀬渓流は車から人中心の空間へと変わ

り、静かな環境の中で貴重な動植物を鑑賞できる「奥入瀬自然博物館」として生まれ変わります。 

今回のイベントは、当該地域への来訪者が多い首都圏の方々をターゲットに、奥入瀬渓流の魅力や「奥

入瀬自然博物館」の実現に向けた活動内容をより多くの方々に知ってもらうことを目的として、多くの観

光客等で賑わう春休み期間中の東京スカイツリータウンにて３月２９日（土）の１日限定で開催するもの

です。「移動型の奥入瀬ミニ博物館」というキャッチフレーズで開催する今回のイベントは、奥入瀬の苔

観察体験や映像鑑賞など、奥入瀬渓流の四季を東京にいながらにして体感することができる貴重な機会と

なっています。 

東京初開催となる今回のイベントを通じて、より多くの方々に奥入瀬渓流の魅力や取組を認識していた

だけるよう、周知・報道にご協力をお願いいたします。 

 
記 

 
１．日時   令和 7 年 3 月 29 日（土）10:00〜17:00 

２．場所   東京スカイツリータウン イーストヤード東 1 階エントランススペース 

東京都墨田区押上 1-1-2（会場案内図は別紙参照） 

３．内容   別紙のとおり 

 

※当日は、「奥入瀬十和田利活用協議会 1)」の部会員であるＮＰＯ法人奥入瀬自然観光資源研究会の丹

羽裕之 理事長が報道対応いたします。 
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１） 奥入瀬十和田利活用協議会とは、「奥入瀬ビジョン 2）」の実現に向けた議論を深化・加速させるた

め、令和５年９月に産学官一体で設立した組織。会長は青森県知事で、ＮＰＯ法人奥入瀬自然観光

資源研究会（理事長︓丹羽裕之氏）は環境部会の部会員として参画している。 

 

２） 自然環境の保護と利活用との共存を目指す奥入瀬・十和田湖地域の将来ビジョンとして、平成

30 年６月に奥入瀬渓流利活用検討委員会（委員長︓筑波大学 石田東生 名誉教授）から青森県知

事・十和田市長に対して提言されたもの。詳細は以下、参照。 

https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kendo/doro/files/oirase_vision.pdf 

 

https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kendo/doro/files/oirase_vision.pdf








奥入瀬渓流移動博物館

東京都内会場

■東京スカイツリータウン®

イーストヤード
東1階エントランススペース
〒131-0045 東京都墨田区
押上１丁目１−２

■スペース面積：約12㎡

■実施時期
３月29（土）


